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雑

報

●
星
の
総
数
罵
西
鷲
争
億
　
ヰ
ル
ソ
ン
山
天
丈
豪
の

大
反
射
鏡
で
撮
つ
☆
天
の
爲
眞
か
研
究
し
て
、
シ
ー

レ
ス
　
（
勾
．
　
韻
。
　
り
Q
Φ
”
目
①
匂
。
）
氏
ビ
ゾ
ン
。
ラ
ノ
・
ン
　
（
賢
ト

く
聾
憎
げ
甘
）
践
ご
が
天
に
あ
る
総
て
の
恒
星
の
数

三
一
へ
六
。
そ
れ
に
よ
る
宵
、
爲
員
光
度
二
十
一
等

級
ま
で
の
口
数
ば
八
億
九
千
萬
で
あ
る
が
、
其
の
分

布
の
割
合
に
、

　
銀
河
で
匡
一
度
二
方
に
　
　
五
三
二
O
O
O
O
個

　
銀
河
の
爾
｝
桶
［
で
帥
μ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
六
〇
個

に
な
っ
て
み
る
Q
そ
し
て
、
数
學
的
に
此
等
の
数
か

取
り
扱
つ
大
潮
こ
ろ
に
よ
る
虚
、

　
銀
踊
測
の
由
丁
で
陣
μ
、
　
一
二
（
）
・
山
ハ
等
星
串
賦
で
漸
次
日
焦
数

が
櫓
し
、

　
銀
河
爾
極
で
匡
、
二
三
・
九
等
星
ま
で
同
糠
に
檜

す
こ
ビ
か
示
し
て
み
る
。
一
そ
れ
で
結
局
、
天
全

署
に
、
見
え
ろ
星
も
見
な
い
星
も
総
計
す
れ
ば
恒
星

総
数
ば
三
百
七
＋
億
電
な
り
、
此
等
の
星
の
光
り
を

全
部
合
計
す
れ
ば
笥
標
準
一
等
星
（
牽
牛
星
の
・
如
き
）

の
一
〇
七
山
一
倍
の
血
ル
リ
ビ
な
る
書
い
ふ
Q

愈
新
し
い
蓑
星
一
覧
表
成
る
　
大
昔
し
か
ら
出
現
し

負
総
て
の
彗
星
の
軌
道
一
覧
表
ば
、
今
ま
で
に
も
い

ろ
ん
な
人
が
之
れ
為
作
製
し
て
嚢
表
し
て
み
る
。
其

の
申
で
主
な
も
の
か
言
へ
ば
、

　
（
一
）
ガ
レ
Q
’
O
・
Ω
農
①
）
の
彗
星
軌
道
表
、

　
　
誉
れ
に
一
八
九
四
年
に
軍
行
本
ε
し
て
．
か
ら
獲

　
　
行
さ
れ
糞
も
の
で
あ
る
。
中
に
ば
西
暦
前
三
七

　
　
二
年
の
冬
に
見
え
穴
彗
星
々
始
め
書
し
て
、
一

　
　
入
九
三
年
第
四
彗
星
ま
で
、
総
計
四
＝
個
の

　
　
も
の
」
軌
溢
要
素
無
記
着
し
て
み
ろ
Q

　
　
　
其
の
後
、
庇
の
表
に
多
少
修
正
檜
補
さ
れ
て

　
　
ク
ラ
イ
、
ン
（
団
こ
・
圏
Φ
菖
著
の
天
丈
學
全
書

　
　
（
国
9
盈
ゴ
爵
（
H
2
註
㈹
①
8
ω
冒
窪
H
円
冨
日
Φ
H
昏
窃
p

　
　
汀
①
ヲ
毎
σ
q
）
に
ば
蘭
語
四
四
（
一
入
九
九
年
第
五
）

　
　
彗
星
ま
で
載
せ
ら
れ
て
み
る
。

　
（
二
）
チ
ャ
ン
バ
ー
ス
（
O
・
岡
．
∩
｝
蜀
ヨ
ぴ
①
富
）
の
彗
星
嚢
［

　
　
之
れ
ば
｝
入
九
〇
年
英
國
で
出
版
さ
れ
力
天
交

　
　
墨
全
書
（
口
8
自
o
o
犀
o
h
＞
宥
0
8
日
冤
）
の
第
一

　
　
巷
の
申
に
記
域
さ
れ
て
あ
ろ
も
の
で
、
紀
元
前

　
　
三
七
〇
年
の
彗
星
を
最
初
ピ
し
、
一
入
入
九
年

　
　
第
二
彗
星
ま
で
、
総
計
三
九
二
個
を
記
鎌
し
力

　
　
　
謬
れ
に
チ
ャ
ン
バ
1
ス
氏
が
其
の
後
「
九
一

　
　
〇
年
に
著
し
糞
．
「
彗
星
の
話
」
套
。
q
亀
∩
§
・

　
　
①
富
）
中
に
、
表
の
績
編
だ
し
て
第
四
九
〇
（
一

　
　
九
〇
九
年
第
じ
些
星
ま
で
々
記
載
し
糞
。

　
　
　
最
近
に
、
東
京
の
富
田
摂
氏
ば
昨
年
署
ば
さ

　
　
れ
ナ
呂
彗
星
」
の
中
に
，
更
に
此
の
チ
ャ
ン
バ
ー

　
　
ヌ
の
一
九
〇
九
年
の
彗
星
表
の
綾
編
を
作
り
、

　
　
第
五
五
五
（
一
九
二
旧
年
第
「
）
彗
星
ま
で
、
全

　
　
く
チ
ャ
ン
バ
ー
ス
の
形
式
で
載
ぜ
て
る
ろ
。

　
（
三
）
ヰ
ン
ロ
〃
（
均
曾
O
・
芝
同
異
O
O
ぎ
の
姉
罫
目
星
鋒
…

二
六

　
　
之
れ
匡
来
國
バ
シ
フ
イ
ク
天
丈
學
會
雑
誌
（
空

　
　
蓬
o
g
δ
蕊
。
や
b
晋
8
0
ヨ
8
鑑
G
o
o
9
Φ
受
9
－
夢
。

　
　
霊
。
鰹
。
）
第
入
巻
に
ヰ
ン
ロ
ク
が
載
ぜ
た
も
の

　
　
で
紀
元
前
三
七
一
年
の
彗
星
か
最
初
定
し
、
一

　
　
八
九
五
年
第
四
彗
星
ま
で
総
計
四
一
九
個
な
含

　
　
ん
で
み
る
が
、
其
後
同
誌
第
二
十
巷
に
ダ
ン
カ

　
　
ン
9
0
U
§
。
磐
）
氏
が
第
四
七
八
（
｝
九
〇

　
　
七
年
第
五
）
彗
星
ま
で
葎
追
鎮
し
カ
。

　
し
か
ろ
に
去
る
一
九
二
二
年
の
春
．
ロ
マ
で
開
か
れ

六
引
際
天
心
同
盟
　
（
H
導
①
5
p
甑
8
巳
》
ψ
電
。
口
。
邑
o
a

α
巳
。
コ
）
総
會
で
ば
、
大
英
天
文
協
會
（
ゆ
費
…
静
〉
・
。
詳
，

0
9
日
8
旦
〉
鴇
。
響
ぴ
”
）
の
彗
ム
部
（
∩
o
日
簿
0
な
Φ
o
諏
。
ロ
）

に
依
囑
し
て
、
前
記
ガ
レ
の
彗
星
表
な
檜
補
改
訂
し

力
芝
表
か
作
弾
ず
る
ぐ
」
決
議
し
乗
の
で
、
右
の
協
會

の
晶
彗
星
部
長
〃
ロ
ム
メ
リ
ン
（
〉
・
○
・
U
．
∩
H
O
目
已
Φ
ド

昌
が
ま
裁
し
て
出
雲
上
つ
れ
も
の
が
、
先
日
入
月
始

め
）
手
許
に
到
着
し
六
。
見
る
ぜ
、
之
れ
に
第
四
＝
一

（
一
入
九
四
L
牛
第
二
）
糞
星
か
ら
晶
堪
近
の
シ
ヤ
イ
ン
・

コ
マ
ス
ソ
ラ
喜
彗
星
（
二
九
二
五
a
）
及
び
り
蕃
ド
晶
彗

星
（
一
九
二
五
1
3
）
ま
で
准
山
酔
マ
」
・
し
て
含
み
、
下
番
號

数
至
急
五
七
に
毒
し
て
み
る
が
、
術
、
一
入
九
四
年

以
晶
附
の
晶
彗
星
に
「
つ
い
て
一
も
、
ガ
レ
褒
の
弓
蔵
後
に
ド
獲

表
さ
れ
．
ナ
ρ
百
六
鯛
の
彗
星
の
齢
恐
這
要
素
菖
蒲
一
転
し
、

又
主
亡
し
て
古
代
に
愛
す
る
十
九
個
の
彗
星
南
新
大

に
記
入
し
て
あ
ろ
Q

　
此
等
の
彗
星
］
賢
表
に
、
そ
れ
自
身
定
し
て
立
派

な
も
の
で
、
そ
れ
ぐ
の
立
場
か
ら
縫
定
的
な
彗
星
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な
全
都
集
め
内
わ
け
で
あ
ろ
が
、
或
ろ
二
三
の
（
殊

に
古
代
の
）
彗
星
の
取
捨
に
つ
い
て
匡
必
す
し
ま
。
同

じ
判
噺
が
下
さ
れ
ず
、
從
っ
て
、
近
年
出
現
の
彗
星

個
々
に
つ
い
て
匡
番
號
が
多
少
一
致
し
な
い
Q
例
へ

ば
、　

彗
　
星

一
入
入
○
第
一

一
入
九
一
第
三

一
九
〇
七
第
二

一
九
一
∩
第
一

一
九
二
〇
第
一

一
九
二
四
第
】

ガ
レ
・
〃

ロ
メ
リ
ン

　
三
三
九

　
三
九
九

四
七
五

　
四
八
七

　
欝
三
七

　
五
五
一

チ
ャ
ン
バ

ー
ス
榊
．
田

三
四
四

四
〇
六

四
入
二

四
九
四

五
四
二

五
五
五

パ
シ
フ

イ
ク

三
三
九

三
九
．
九

四
七
五

今
後
ば
此
の
が
レ
・
ク
・
メ
”
ン
の
彗
星
表
が
公
認

の
も
の
マ
」
し
て
一
般
に
用
ゐ
ら
れ
る
こ
亡
に
な
ス
だ

ら
う
。

●
桓
星
は
太
陽
に
如
何
ほ
ど
接
近
す
る
？
　
ハ
ー
ヴ

ー
ド
大
學
天
丈
塵
国
璽
爵
乙
∩
。
幕
σ
q
。
9
）
器
囲
く
㌶
。
毫

の
ラ
イ
テ
ン
（
芝
こ
・
冒
滞
・
）
氏
が
多
く
の
恒
星
の

蓮
動
な
研
究
し
た
書
こ
ろ
に
よ
る
ヒ
、
比
較
的
近
頃

わ
が
太
陽
系
に
接
近
し
六
百
ば
左
の
通
り
で
あ
る
。

星
う
さ
ぎ
の
ア

名

ナ
ー
ー
ナ
ン
の
ム

お
、
い
の
の
エ
プ

い
て
の
セ

へ
び
つ
か
ひ
の
シ

接
近
の
年

（
今
よ
り
）

二
百
萬
年
前

軽
愚
胱
年

　
　
　
　
　
入
光
年

百
萬
年
前

最
近

距
離

一
六
光
年

瀦
年

二
百
萬
年
後
以
内一
＋
拳

最
大

光
輝

負
四
等

負
一
等

負
七
等

負
二
等

負
二
等

お
一
あ
＋
六
⊥
慕
年
後
転
光
年
二
等

早
れ
で
見
て
も
、
太
陽
ぜ
恒
星
書
の
衝
突
£
い
ふ
ご

亡
が
如
何
に
稀
な
現
象
で
あ
ろ
か
穿
明
瞭
で
あ
ろ
。

．
㈱
金
星
の
掩
蔽
　
去
ろ
七
月
二
十
三
日
午
前
九
畦
牛

か
ら
始
ま
つ
象
金
星
の
紙
面
は
京
都
大
寒
天
丈
塞
に

於
い
て
上
田
助
教
授
定
能
田
思
亮
曲
言
が
二
十
五
セ

ン
チ
反
射
鏡
で
首
尾
よ
く
糊
測
し
六
。

◎
ヘ
ン
ー
3
・
ド
レ
ー
パ
ー
表
と
莫
の
延
長
ハ
ー
ゾ
ー

ド
大
學
気
丈
豪
の
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
9
R
望
・
諺
・
｝
・
∩
㍗

毒
8
）
に
、
さ
き
に
、
一
九
一
一
年
か
ら
一
九
一
五
年

ま
で
の
間
に
全
天
に
於
け
ろ
二
十
二
萬
玉
千
三
百
個

の
恒
星
の
ス
ペ
ク
ト
ル
型
式
分
類
准
雪
行
し
一
一
九

一
入
年
以
來
逐
次
継
れ
な
出
版
し
て
、
遽
に
昨
一
九

二
四
年
入
月
全
部
の
印
刷
か
終
つ
公
。
触
れ
に
、
研
究

資
金
寄
附
巻
の
名
々
電
っ
て
、
ヘ
ン
リ
。
ド
ソ
ー
パ
ー

表
（
頷
窪
受
U
麺
需
門
O
p
邑
。
切
戸
ぜ
呼
ば
れ
、
今
後
の
學

界
に
於
け
る
一
大
轡
典
虐
φ
　
る
程
の
大
節
で
あ
る

　
し
か
る
に
、
同
嬢
に
其
の
彼
も
右
の
ド
レ
ー
パ
ー

表
に
漏
ら
さ
れ
索
微
光
，
一
，
の
分
類
に
意
か
注
ぎ
、

最
近
其
の
表
の
「
延
長
表
」
か
磯
表
し
糞
。
迂
れ
ば

　
赤
経
＋
九
牛
三
十
五
分
か
ら
二
十
時
千
分
ま
で
、

　
赤
緯
、
北
）
三
唾
二
度
六
か
ら
四
十
↓
度
六
ま
で

の
天
空
に
あ
る
四
千
個
々
分
類
し
カ
も
の
で
、
す
べ

て
白
鳥
座
に
屡
す
る
。

⑧
メ
シ
ア
第
十
藺
號
の
星
團
　
象
て
座
べ
星
の
東
南

に
肉
眼
に
も
認
め
ら
れ
■
る
艶
の
一
星
團
に
（
匿
・
O
・
O
・

身
動
）
十
四
等
星
以
上
の
星
二
百
あ
ま
り
か
ら
出
來

て
る
て
、
直
裡
五
分
程
の
癒
に
散
布
す
る
可
な
り
開

い
六
軒
團
で
あ
る
が
、
吾
々
か
ら
の
距
離
に
つ
い
て

ば
、

　
シ
ヨ
山
ソ
テ
ン
（
O
Q
o
げ
0
9
け
①
コ
）
ば
　
　
．
　
山
ハ
五
〇
∩
）
立
ル
虚
†

　
シ
ヤ
プ
レ
イ
（
国
．
o
Q
｝
濁
℃
H
醸
）
に
二
三
〇
〇
〇

な
ご
・
、
ま
ち
一
の
見
積
り
が
な
さ
れ
て
る
る
Q

　
此
の
星
團
に
一
六
入
一
年
に
キ
ル
ヒ
（
Ω
。
露
目
凶
¢
餌
．

図
蓉
プ
）
が
、
獲
見
し
れ
も
の
で
、
長
い
間
、
學
者
逮

ち
匡
庇
れ
の
岡
田
蓮
動
か
知
ら
う
定
し
て
カ
め
六
が

蓮
距
離
の
れ
め
皆
不
成
功
に
終
つ
六
〇

　
近
頃
、
リ
ン
ド
プ
ラ
ー
ド
（
］
「
一
戸
匹
び
一
り
O
）
氏
が
ヰ

財
ソ
ン
山
の
「
六
十
吋
に
で
之
れ
の
ス
ペ
ル
ト
ル
為
砺

究
し
、
又
、
シ
ヤ
プ
ソ
イ
氏
が
爲
眞
光
度
な
硯
序
し

六
二
こ
ろ
に
よ
る
ぜ
、
．

　
　
A
型
倭
星
六
十
入
個
，

　
　
　
　
平
均
1
1
》
O
扁
額
、
一
二
。
九
等
（
眼
覗
）

　
　
F
K
型
互
星
　
　
九
個
、

　
　
　
　
同
　
　
　
O
G
O
　
　
　
　
一
　
一
・
六

義
、
右
の
A
型
の
宇
陀
光
力
奄
○
・
八
等
級
、
G
型

存
○
・
五
等
級
ビ
假
定
ず
る
定
、
此
の
星
斗
の
脱
差

に
○
・
○
○
畠
「
．
四
〇
運
定
な
り
、

　
　
彼
我
の
距
離
ば
　
　
入
一
五
〇
光
年

　
　
直
脛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
一
光
年

亡
な
る
。

　
此
の
星
團
の
首
星
ば
九
・
一
等
級
で
、
中
央
よ
り
僅

か
一
分
離
れ
て
ゐ
、
分
光
ば
b
賦
型
で
あ
ろ
。
リ
ン
ド

プ
ラ
ー
ド
氏
に
．
よ
れ
げ
【
、
此
の
星
ば
太
陽
の
一
三
∩
V

O
倍
の
光
力
亡
、
十
山
ハ
倍
の
直
裡
為
持
つ
超
瓦
屋
で

あ
る
。

ご
士
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⑦
大
阪
支
部
報
告
（
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
會
員
　
山
本
　
春
信

　
暫
く
沈
重
し
て
み
れ
が
山
本
先
生
の
御
蹄
朝
な
機

亡
し
太
陽
の
黒
鮎
奄
仰
ぎ
み
て
そ
れ
亡
活
動
た
競
ふ

べ
く
誓
っ
て
み
る
大
阪
支
部
ば
六
月
七
日
午
後
二
時

よ
り
船
場
小
學
校
に
於
て
支
部
総
野
並
に
山
本
敏
授

露
朝
認
念
講
演
會
開
催
の
通
知
を
獲
し
六
〇
久
し
振

の
縫
合
で
あ
る
Q
吉
岡
幹
事
の
寄
島
の
挨
拶
あ
り
て

後
、
山
本
先
生
ほ
太
陽
ご
其
の
観
測
法
に
就
て
長
時

間
熟
辟
な
ふ
る
尽
れ
、
會
員
倭
静
粛
に
徳
講
し
た
。

　
「
人
間
の
方
ほ
自
分
の
部
費
に
よ
っ
て
天
宮
秘
熱

心
に
や
っ
た
り
ょ
し
た
サ
し
ま
す
が
天
豊
の
方
ば
人

間
に
お
か
ま
ひ
な
く
進
行
し
て
行
っ
て
却
っ
て
そ
れ

が
人
間
の
舞
姫
引
き
れ
㌔
ぜ
る
し
ぐ
」
冒
頭
し
、
「
太
陽

匡
毎
日
見
て
み
て
珍
ら
し
く
な
い
や
う
に
考
へ
る
が

考
へ
．
心
次
第
で
注
意
を
引
く
だ
け
の
面
白
い
も
の
な

見
ぜ
て
る
る
太
陽
…
ご
い
へ
げ
』
太
陽
の
里
幽
鮎
に
＼
り
屠
凪
づ

き
に
な
る
だ
ら
う
そ
の
黒
鮎
の
あ
ら
わ
れ
る
の
ば
な

ん
ら
か
の
応
化
が
あ
ら
わ
れ
て
來
表
こ
と
に
な
り
ま

す
］
ぜ
注
意
た
喚
起
し
、
「
太
陽
の
黒
鮎
が
十
「
年
の

周
期
で
ふ
え
六
り
へ
っ
罵
り
す
ろ
の
ば
諸
経
家
が
獲

見
し
た
の
で
な
い
蜀
逸
の
片
田
舎
に
シ
ユ
ゾ
ー
べ
ぐ
」

い
ふ
藥
矧
…
師
が
仕
事
の
片
手
間
に
三
イ
ン
チ
位
の
望

遠
鏡
で
見
つ
ジ
け
染
」
め
に
七
瀬
の
上
か
ら
太
陽
の

黒
粘
の
周
期
の
あ
る
の
か
見
つ
け
糞
こ
れ
で
專
門
の

天
蓋
家
が
氣
が
つ
い
て
黒
蟻
准
研
究
さ
れ
て
來
六
の

で
百
年
に
な
ら
な
い
若
い
學
問
の
肩
凝
で
あ
り
ま

す
」
ぜ
設
き
評
し
、
「
創
立
さ
れ
て
二
百
五
＋
年
れ
つ

て
る
る
グ
リ
ニ
ソ
チ
天
文
墓
、
仕
事
が
簡
軍
で
す
が

三
つ
ず
き
し
て
み
ろ
索
め
に
重
嬰
な
チ
ユ
ー
り
七
大

事
に
あ
ろ
天
丈
塵
、
太
陽
々
研
究
す
る
の
が
大
斗
な

問
題
で
毎
日
太
陽
の
光
な
分
隠
し
て
太
陽
全
膿
の
寡

叢
々
建
っ
て
る
ろ
来
國
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
丈
墓
の

一歴

j
」
ピ
図
南
て
そ
の
一
観
測
法
を
の
べ
、
「
い
つ
で
も

多
く
の
人
に
訴
へ
る
の
で
す
が
こ
こ
で
こ
れ
ほ
ご
立

派
な
機
械
な
持
っ
て
る
て
も
心
嚢
で
邦
魔
さ
れ
て
し

ま
ふ
の
で
同
じ
や
う
な
仕
事
で
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

や
る
の
匡
大
事
な
こ
ご
で
今
ア
メ
リ
カ
ヨ
ー
ロ
ソ
バ

全
豊
が
曇
っ
て
み
る
ε
斗
日
本
支
那
印
度
．
で
幸
ひ
晴

れ
て
み
る
ビ
き
蹴
米
で
出
来
な
い
仕
事
が
出
射
う
そ

う
い
ふ
ご
定
ば
お
互
で
つ
ま
ら
な
い
こ
ご
で
も
や
っ

て
居
れ
ば
屠
る
だ
け
か
い
が
あ
る
簡
軍
な
ご
ε
に
し

て
も
多
く
の
人
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
凝
測
す
る
の
な

漱
迎
す
ろ
葱
白
い
か
ら
み
る
の
だ
ε
い
ふ
人
に
し
ま

し
て
も
飴
り
大
き
く
な
い
望
遠
鏡
で
岐
，
面
白
い
こ
亡

が
出
來
ろ
あ
ら
ら
こ
ち
ら
で
観
測
し
た
報
告
が
來
る

の
ば
愉
快
ビ
思
ひ
ま
す
」
オ
會
員
の
観
測
潜
装
甲
し
、

「
あ
ろ
程
度
ま
で
素
八
の
方
で
も
熟
練
が
要
ろ
毎
日

十ハ

z
々
吉
凪
戸
当
な
が
め
れ
結
果
」
．
明
，
し
負
氣
の
£
慷
ド
ト
弘
ム

え
な
い
」
失
敗
た
述
べ
、
「
な
ん
か
の
方
法
で
光
な
溺

め
て
見
ろ
や
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
］
な
ご
観
測

に
就
て
詳
細
叩
繰
出
属
な
組
ハ
へ
、
「
里
…
黙
の
あ
ら
わ
れ
六
」

め
に
人
間
肚
會
が
こ
う
な
ろ
蜜
か
か
な
り
・
「
口
画
す
べ

き
言
葉
な
屯
す
ろ
人
が
あ
ろ
が
そ
う
い
ふ
人
の
い
ふ

こ
ご
な
そ
の
ま
・
受
取
ら
な
い
の
が
安
心
で
あ
ろ
太

陽
研
究
の
方
面
に
於
て
も
問
題
が
多
う
す
ぎ
て
天
氣

操
報
を
で
る
れ
し
か
さ
で
も
い
㌧
き
れ
な
い
の
が
實

際
で
あ
ろ
」
ざ
戒
め
、
「
太
陽
ぱ
一
直
こ
う
い
ふ
も
の

か
恒
星
研
究
の
結
果
太
陽
の
懸
命
日
蝕
の
場
合
見
ぜ

て
も
ら
え
ろ
コ
ロ
ナ
ー
の
光
々
分
析
し
六
結
果
」
為

二
八

語
り
、
　
「
こ
れ
か
ら
あ
ぐ
．
四
五
年
太
陽
の
活
動
が
段

々
ま
し
て
行
く
一
方
ピ
操
期
す
る
の
ほ
黒
黙
の
数
揺

か
ぞ
え
た
ダ
け
で
も
分
る
昨
日
も
何
十
見
え
て
み
れ

そ
れ
が
地
球
上
に
も
影
響
」
て
く
る
亡
日
本
の
東
北

北
海
廼
に
住
ん
で
の
る
人
々
に
き
な
つ
け
て
頂
き
た

い
の
匡
オ
ー
ロ
ー
ラ
が
あ
ら
わ
れ
ろ
こ
ピ
で
無
線
電

話
無
線
電
信
や
磁
石
が
い
う
ん
．
な
害
か
こ
う
一
る
れ

め
に
あ
り
も
し
な
い
こ
亡
た
い
㌧
ふ
ら
し
て
騒
ぐ
だ

ら
う
ご
思
ひ
ま
す
が
能
生
天
文
の
智
識
を
持
っ
て
る

る
も
の
ば
素
へ
く
さ
い
噂
に
の
ら
な
い
や
う
に
注
意

し
な
σ
れ
ば
な
ら
な
い
目
に
み
え
れ
影
響
ば
断
じ
て

な
い
ε
見
て
か
い
た
方
が
安
心
で
あ
り
ま
す
」
ビ
忠

皆
し
、
「
人
の
鉄
味
ビ
し
て
太
陽
な
な
が
め
て
も
ら

ひ
六
い
、
、
ビ
な
す
　
め
る
太
陽
の
攣
化
か
目
口
な
が

め
ろ
こ
ご
ば
大
攣
興
味
か
起
し
自
分
秘
も
な
ぐ
さ
め

る
こ
ビ
に
な
ろ
今
が
＝
誉
い
」
ぜ
き
で
あ
ろ
本
な
讃

ん
だ
り
身
為
な
讃
ん
で
よ
そ
こ
オ
の
や
う
に
知
っ
て

み
ろ
よ
り
自
分
で
な
が
め
ろ
こ
ビ
ん
や
っ
て
も
ら
ひ

糞
ゼ
］
こ
ビ
を
希
望
し
て
、
講
演
か
終
ら
れ
六
。

　
會
員
の
質
問
に
臥
し
て
山
木
先
生
の
御
敦
示
あ
り

叉
種
々
御
注
意
が
あ
っ
歪
Q
支
部
の
符
來
に
穿
て
會

員
協
議
の
結
果
毎
月
第
二
金
曜
日
午
後
七
蒔
よ
り
晴

雨
な
論
ぜ
す
船
場
小
學
校
に
例
會
た
ひ
ら
き
奮
っ
て

多
懸
滲
會
し
て
諸
先
生
の
指
導
か
仰
ぎ
月
々
の
天
界

所
載
記
事
々
論
究
す
へ
・
き
こ
ピ
な
u
決
議
し
表
O
屋
上

襯
主
峯
に
て
先
生
よ
り
親
し
く
太
陽
観
測
の
凹
地
指

導
た
敏
授
さ
れ
糞
。
初
夏
の
太
陽
に
首
邑
の
鏡
玉
．
腹

に
そ
の
秘
密
か
暴
露
さ
れ
る
の
ん
恐
れ
穴
が
、
そ
の

顔
々
蔽
ふ
に
今
日
の
研
究
な
噺
念
し
、
中
央
亭
に
て

晩
餐
か
と
も
に
し
れ
Q
話
題
に
天
文
に
ぱ
P
ま
っ
て

い
つ
し
か
ラ
ヂ
す
に
蝋
じ
教
育
問
題
に
に
ぜ
、
先
生

の
新
智
識
秘
包
諒
し
て
奇
問
賢
問
胃
出
談
論
風
獲
鑑

く
ろ
な
知
ら
す
、
次
の
會
合
為
樂
し
み
つ
㌧
午
後
入

時
散
々
し
れ
。


